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1 はじめに
提携は資源や市場のニーズが獲得できるため，新事

業や製品開発で有効な手段である．しかし提携は，複
数の論点で，理解に差があることが多く，合意形成が困
難であるため，誰がどのように合意形成を行うのかが
重要な課題となる．社会における実際の取引では，ミ
ドルエージェントによって事業の推進やイノベーショ
ンを促進している現象が見られている [2]．事業の推進
やイノベーションの促進では，複数企業の合意を得て
提携を図るために，ビジネスプロセスレベルで現状把
握を行い，課題を解決することが重要である．ビジネ
スプロセスの管理は， (1)齟齬を抑制する，(2)意図の
共有化ができる，(3)継続的な業務改善が可能になる，
という利点がある [2]．
本研究は，ユーザの新規事業におけるビジネスプロ

セスに着目する．複数企業間によるコラボレーション
を構築するために，ビジネスプロセスを可視化するツー
ルを試作する．ユーザはこのツールを利用することに
よって，新規事業での適切なパートナーと課題を把握
できる．ツールは被験者による実験を行い，その有用
性を検証する．

2 リソースフローダイヤグラム
本研究で試作するプロセス検討ツールでは，プロセ

スを可視化し表現するのに文献 [3]のリソースフロー
ダイヤグラムを用いる．リソースフローダイヤグラム
は，プロセスを表すアクティビティ間のリソースの流
れを記述するもので，プロセス間の依存関係を把握し
やすくなる．プロセスやリソースはノードで表現され
る．長方形のノードはプロセスを，楕円のノードはリ
ソースをそれぞれ意味している．リソースフローダイ
ヤグラムでは，有向のエッジは，プロセス及びリソース
間の依存関係を表現している．例えば，図 1はリソー
スをもとにプロセスが実行される依存関係を示してい
る．これに対し，図 2はプロセスを実行した結果とし
てリソースが得られる依存関係を示している．このた
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め入出力の関係が明確になる．一般的なフローチャー
トにおけるエッジの役割をリソースノードが果たして
いるとみなすことができる．

図 1: リソースをもとにプロセスが実行される場合

図 2: プロセスを実行しリソースを得る場合

3 ビジネスプロセス検討ツール
試作したビジネスプロセス検討ツールはユーザがコ

ラボレーションによる事業化を実現するためのビジネ
スプロセスの可視化ツールである．本ツールを利用す
るユーザは商社を想定している．商社は多様な企業と
のコラボレーションを行っており，新事業を提案する
ために本ツールが有効である．商社は本ツールを活用
することで，ビジネスプロセスを適切に検討及び作成
ができる．ユーザのビジネスプロセスの検討を支援す
るために，試作したツールに実装した機能を，ツール
を使う手順に沿って説明する．

1. 各企業の抽象プロセスの追加
最初に企業ごとに抽象プロセスを追加する．抽象プ

ロセスとは企業の役割または事業内容を表す抽象的な
プロセスである．例えば，メーカなら「製品をつくる」
が抽象プロセスとなる．最初に抽象プロセスの追加を
行うのはユーザがビジネスプロセスを捉えやすいよう
に，なるべく単純なものから検討していくためである．
2. 具体ノードの設定
追加した抽象プロセスに対し具体ノードを設定する．

具体ノードとは，ある抽象プロセスを達成するのに必
要な具体的なプロセスまたはリソースである．抽象ノー
ドは具体ノードを内包する．例えば，メーカの抽象プ
ロセス「製品をつくる」に対して，プロセス「製品を
設計する」及びリソース「部品」が具体ノードにあた
る．具体ノードを設定することで，簡略な抽象プロセ
スから，より詳細なビジネスプロセスを考えることが
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できる．
3. エッジの追加
依存関係を考慮しプロセス及びリソース間にエッジ

を追加する．あるリソースをもとにしてどんなプロセ
スが実行されるのか，あるいはあるプロセスを実行し
どんなリソースが得られるのかを考え，ノードの依存
関係を示すエッジを追加する．
4. タイムライン表示
企業ごとにノードをタイムライン表示する．タイム

ライン表示とは，エッジの向きを考慮して開始ノード
から終了ノードまでが順に並ぶように，ツールがプロ
セス及びリソースを配置する機能である．図 3はタイ
ムライン表示を実行した結果を示している．リソース
フローダイヤグラムが複雑化した場合に，タイムライ
ン表示を用いることで，企業毎に並行してビジネスプ
ロセスがどういう順序で進められるのかをユーザが把
握できる．

図 3: タイムライン表示結果

4 実験と考察
4.1 実験方法

試作したビジネスプロセス検討ツールに対する評価
を行うため，試作したツールを用いて被験者実験を行っ
た．被験者実験の対象として，商社，ビジネルコンサ
ルティング，投資家，公設試験場など新事業の提案に
関わる様々な業種から 12名の協力を得た．被験者実験
では，被験者に試作したツールを実際に使ってもらっ
た．ツールの各機能を用いて，各々が考えるビジネス
プロセスの作成を試してもらった．そしてツールを使
用後に，五段階評価によるアンケートを実施した．

4.2 結果と考察

平均評価値が最も高かった項目は「タイムライン表
示の有用性」及び「有望性」であった．「タイムライン

表示の有用性」の評価が高かったのは，企業ごとに並
行してプロセスの流れを示すことの重要性が認められ
たからだと考えられる．プロセス及びリソースの依存
関係が複雑化した場合，可視化を行っても検討及び分
析は難しくなる．タイムライン表示を行えばプロセス
を流れとして認識できるため有効であると考えられる．
平均評価値が 3番目に高い項目は「プロセス分析ツー
ルとしての有用性」，「プロセス検討ツールとしての有効
性」，及び「プロセス作成ツールとしての有効性」であ
り，タイムライン表示の機能の重要性が認められた結
果，ツールの目的であるビジネスプロセスの作成，検
討，及び分析の項目の評価も高くなった．

表 1: 各評価項目に対する五段階評価結果の平均値
評価項目 評価値の平均
つかいやすさ 3.33

構成のわかりやすさ 3.17

学習しやすさ 3.00

プロセス作成ツールとしての有用性 3.83

プロセス検討ツールとしての有用性 3.83

プロセス可視化ツールとしての有用性 3.83

プロセス可視化ツールとしての見た目 3.00

プロセス分析ツールとしての有用性 3.75

プロセス提案共有ツールとしての有用性 3.67

具体化抽象化の有用性 3.67

タイムライン表示の有用性 4.08

ツール全体の有用性 3.64

有望性 4.08

5 まとめ
提携を促進する目的でビジネスプロセスの検討ツー

ルの試作を行った．被験者実験の結果，タイムライン
表示について高い評価を得た．また試作したツールが
ビジネスプロセスの検討，作成，及び分析に有用であ
るという評価を得た．
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